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Ｓ：追いつくのは，グラフの交点を読み取れ

ば求めることができます。

＜検証２＞

自分がどこが分からないかを見つけることができたのかプリントやノートの記述，生徒

の発言から調べる。

記述内容や発言 人数

解決の見通しをもつことができ，問題を解くことができた。 １５人

解決の見通しをもつことができ，自分がどこでつまづいているか理解していた。 １３人

解決の見通しをもつことができず，自分がどこでつまづいているか理解してい
２人

ない。

【考察】解決の見通しがもつことができた生徒がほとんどであった。これは，個別支援など

を繰り返し行い，発問をしたことによるためであると考える。しかし，解決の見通しをもつ

ためにかけた時間や，基本的な知識が定着していない生徒が多く，自分で表現することが難

しい生徒も見られるため，類似問題を与えて考えさせる必要があると感じた。

Ｔ：次の問題を考えましょう。

５ 研究のまとめ

実践を進めてきて，次のようなことが明らかになった。

○ 実践１では，切片が分数の問題でグラフをかこうとすることにより，今までのグラフのか

き方とは違うことは容易に見つけられた。ここで格子点の座標からグラフをかくという支援

を行い，その考え方を知ることによって進んで問題解決をする姿が見られた。また表現をさ

せる場面でもまとめとして一般化することができたので有効であったと考える。

○ 実践２では一次関数の考え方を利用することによって，解決の見通しをもつことができた。

これは，発問を工夫したり，個別で支援することによって，どのように考えればよいかが見

えてきたと感じている。表現については時間を確保することができなかったので，あまりう

まく表現することができなかった。

● 実践の中で，生徒が全体に説明することが多かったが，なかなかうまく表現ができていな

い生徒が多く見られた。特に実践２では，一次関数を利用するために必要な知識が不足して

いるため，補足しなければいけない内容が多かった。

以上のことから場面設定を行って発問をすることは生徒の反応を見ると変容していく姿が徐々

に見られてきた。そこからさらに発問を工夫して授業を取り組ませることや，表現活動の仕方に

も工夫をして授業を進めたい。このようなことを工夫して主体的に活動できる生徒の育成ができ

るように努めていきたい。

稲垣貴彦先生の「主体的に活動できる生徒の育成
−数学的な考え方を明らかにすることを通して−」について

愛知教育大学　青　山　和　裕　

　稲垣先生の実践では，生徒が主体的に課題に取り組む姿勢を重要視していることがよくわかる。

実践１においては，切片が分数の場合のグラフのかき方を未習の生徒たちが，工夫して取り組ん

でいく様子が描かれている。実践２でも共通しているが，「解決の見通しをもつ」，「自分がど

こでつまずいているかを理解する」という観点について調べている点が興味深い。生徒たちはど

うしても「解けた」か「解けなかった」かという結果にばかり意識が向きがちである。どうして

解くことができたのか，あるいはどこまで進んでどこで行き詰まったのかなど自己の取り組みを

俯瞰してみることは難しいが，生徒たちに意識付けをすることができれば，数学の学習に対する

方法論を身に着けていくことができる。学んだ内容を自らの中で組織化し，弱点をとらえ補完す

ることもできるし，未知の問題に挑戦していくときにも役に立つであろう。

　また，授業の中では生徒に説明をさせることにも重点を置いており，表現力の育成に力を入れ

ていることもよくわかる。生徒が主体的に活動できるようにするためには，先生が説明をしてし

まうより，わかりにくくても生徒に説明をさせる場面を設定することは大切である。必要以上に

時間がかかってしまうため進度が遅れてしまうなどの懸念もあるだろうが，結果として生徒の学

びは確かなものになるし，継続して取り組んでいく中で，生徒の表現力も向上していくため，取

り入れる価値は十分にある。

　今回の稲垣先生の研究実践では，関数に関するいわば基本的な問題が扱われていた。今後は可

能であれば、もっと「関数の考え」が必要となるような題材も生徒に取り組ませてもらいたい。

例えば，ある現象から伴って変わる２変数だけを抽出してその関係性に注目する，その関係性の

中に規則性を見出す，見えてきた規則性に基づいて問題の解決に役立てるなど関数の考えを活用

して解くような問題は教科書や問題集にはそれほど多くなく，どちらかというといかに方程式を

適用できるようにするかという部分が課題になる問題が多い。OＥCＤ・PＩSA調査などの問

題例などはわかりやすい参考例に当たるのだが，関数の考えを用いて事象を読み解く問題なども

ある。そういった問題場面で生徒が関数の考えを用いて工夫して解く活動なども取り入れてもら

えると，より主体的に活動できる生徒を育成できるものと思われる。


